
復旧・復興　蘇るいばらきの港
コ
マ
ツ
茨
城
工
場
｜
ひ
た
ち
な
か
市
に
立
地
の
理
由

インタビュー

港
に
近
く
出
荷
に
利
点

小川　啓之氏執行役員生産本部茨城工場長

　
―
２
０
０
７
年
１
月
に
栃
木

県
の
真
岡
工
場
の
分
工
場
と
し

て
設
立
し
ま
し
た
。
ひ
た
ち
な

か
市
の
工
業
用
地
に
立
地
し
た

理
由
は
。

　
「
港
に
近
い
こ
と
が
一
番

だ
。
大
型
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
な

ど
を
３
・
５

先
の
埠
頭
ま

ふ
と
う

で
自
走
し
、
そ
の
ま
ま
出
荷
で

き
る
。
従
来
は
一
度
組
ん
だ
車

両
を
分
解
し
、
港
の
埠
頭
用
地

や
顧
客
先
に
運
び
込
ん
で
再
度

組
み
立
て
る
必
要
が
あ
っ
た
。

こ
れ
が
な
く
な
り
、
リ
ー
ド
タ

イ
ム
の
短
縮
や
二
酸
化
炭
素
の

排
出
削
減
に
も
つ
な
が
っ
て
い

る
」

　
―
生
産
・
出
荷
状
況
は
。

　
「
昨
年
３
月

日
か
ら
再
稼

働
し
、
４
月

日
に
は
フ
ル
稼

働
し
た
。
同
月

日
か
ら
は
早

期
復
旧
し
た
岸
壁
の
お
か
げ

で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
向
け
を
出

荷
で
き
た
。
当
工
場
で
は
、
外

航
船
と
内
航
船
を
合
わ
せ
て
出

荷
の
約

％
を
常
陸
那
珂
港
区

か
ら
出
荷
し
て
い
る
。
３
、
４

月
の
利
用
率
は
６
割
程
度
に
落

ち
込
ん
だ
が
、
現
在
は
ほ
ぼ
震

災
前
と
同
じ
だ
」

　
―
昨
年
の
北
関
東
自
動
車
道

の
全
線
開
通
に
加
え
、
近
く
県

道
常
陸
那
珂
港
山
方
線
の
開
通

や
ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン
の
再

稼
働
も
あ
り
ま
す
。

　
「
北
関
東
道
の
開
通
で
協
力

企
業
や
小
山
工
場

栃
木
県
小

山
市

か
ら
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト

を
運
ぶ
ア
ク
セ
ス
が
格
段
に
向

上
し
た
。
山
方
線
が
開
通
す
れ

ば
、
協
力
企
業
や
お
客
さ
ん
の

利
便
性
も
良
く
な
る
。
ガ
ン
ト

リ
ー
ク
レ
ー
ン
は
、
ロ
シ
ア
向

け
で
使
用
し
て
い
た
た
め
、
稼

働
後
、
同
港
区
の
利
用
率
が
さ

ら
に
高
ま
る
だ
ろ
う
」

震
災
１
年
、
「
今
」
と
「
こ
れ
か
ら
」

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
、
茨
城
県
内
の
茨
城
・
鹿
島
両
港
は
、
復
旧
か
ら
復
興
に
向
け
て
動
き

だ
し
た
。
今
春
、
ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン
が
再
稼
働
。
震
災
後
、
止
ま
っ
て
い
た
韓
国
・
中
国
へ
の

定
期
航
路
が
い
よ
い
よ
再
開
す
る
。
さ
ら
に
港
と
高
速
道
路
を
結
ぶ
県
道
の
新
た
な
整
備
や
、
水
深

を
超
え
る
耐
震
岸
壁
の
新
設
に
よ
っ
て
大
型
船
の
就
航
が
可
能
に
な
る
な
ど
使
い
勝
手
は
、
震

災
前
に
比
べ
て
向
上
す
る
。
復
旧
・
復
興
か
ら
進
化
へ
。
首
都
圏
の
物
流
を
担
う
、
い
ば
ら
き
の
港

の
存
在
感
は
、
ま
す
ま
す
高
ま
る
。

ク
レ
ー
ン
再
稼
働
定
期
航
路
も
再
開

復旧作業が進む常陸那珂港
区のガントリークレーン

輸
送
関
連
各
社
も
サ
ー
ビ
ス
向
上
へ

　
茨
城
県
は
い
ば
ら
き
の
港
湾
の

利
用
促
進
の
た
め
に
今
年
２
月
、

宇
都
宮
市
で
「
い
ば
ら
き
の
港
　

北
関
東
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し

た
。
昨
年
３
月
に
全
線
開
通
し
た

北
関
東
自
動
車
道
沿
線
の
栃
木
県

内
の
荷
主
企
業
に
加
え
、
物
流
、

船
会
社
な
ど
約

社
・
機
関
、
約

１
２
０
人
が
集
ま
っ
た
。
県
土
木

部
の
佐
々
木
宏
港
湾
振
興
監
が
震

災
の
被
害
と
復
旧
状
況
や
、
今
後

の
見
通
し
に
つ
い
て
説
明
。
常
陸

那
珂
と
鹿
島
の
ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ

ー
ン
の
供
用
再
開
の
見
通
し
に
つ

い
て
触
れ
た
。
鹿
島
港

茨
城
県

鹿
嶋
市
神
栖
市
の
北
公
共
埠
頭

ふ
と
う

地
区
で
１
基
、
茨
城
港
常
陸
那
珂

港
区

茨
城
県
東
海
村
・
ひ
た
ち

な
か
市

の
北
埠
頭
地
区
で
２
基

が
相
次
い
で
再
稼
働
す
る
。
震
災

後
、
応
急
措
置
と
し
て
ク
ロ
ー
ラ

ー

無
限
軌
道
式

ク
レ
ー
ン
で

荷
役
対
応
し
て
き
た
。
ガ
ン
ト
リ

ー
ク
レ
ー
ン
再
稼
働
に
よ
っ
て
、

貨
物
重
量
や
荷
役
速
度
が
格
段
に

増
し
、
コ
ン
テ
ナ
利
用
の
荷
主
に

と
っ
て
も
利
便
性
が
向
上
す
る
。

　
佐
々
木
港
湾
振
興
監
の
説
明

後
、
同
セ
ミ
ナ
ー
で
登
壇
し
た
、

韓
国
・
南
星
海
運
の
総
代
理
店
、

南
星
海
運
ジ
ャ
パ
ン

東
京
都
千

代
田
区

は
、
ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ

ー
ン
の
再
稼
働
を
待
っ
て
、
韓
国

・
中
国
を
結
ぶ
定
期
コ
ン
テ
ナ
航

路
の
う
ち
、
常
陸
那
珂
港
へ
は
４

月
末
を
め
ど
に
、
鹿
島
港
へ
は
鹿

島
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
５
―
６
月
の

定
期
修
理
を
待
っ
て
、
早
け
れ
ば

７
月
に
も
寄
港
を
再
開
す
る
方
針

を
示
し
た
。

　
国
や
県
は
、
港
湾
の
復
旧
と
同

時
に
、
利
便
性
を
高
め
る
整
備
も

進
め
て
い
る
。

　
常
陸
那
珂
港
区
で
は
北
関
東
自

動
車
道
の
ひ
た
ち
な
か
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
か
ら
有
料
道
路
を
通
っ

て
同
港
区
に
直
結
す

る
片
側
２
車
線
の
県

道
常
陸
那
珂
港
山
方

線
が
今
年
秋
に
も
開

通
す
る
。
栃
木
県
、

群
馬
県
か
ら
埠
頭
用

地
へ
の
ア
ク
セ
ス
が

格
段
に
向
上
す
る
。

ま
た
、
中
央
埠
頭
地

区
に
水
深

の
耐

震
岸
壁
が
建
設
さ
れ

る
こ
と
が
国
の

年

度
予
算
案
で
直
轄
事

業
と
し
て
新
規
採
択

さ
れ
て
お
り
、
完
成
す
れ
ば
大
型

ロ
ー
ル
オ
ン
・
ロ
ー
ル
オ
フ
貨
物

船

Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船

の
寄
港
も
期

待
で
き
る
。

　
鹿
島
港
で
は
、
住
友
金
属
工
業

鹿
島
製
鉄
所
鹿
嶋
市
の
東
に
位

置
す
る
外
港
地
区
に
は
、
水
深

の
耐
震
岸
壁
を
建
設
中
で
、

年
３
月
の
利
用
を
目
指
し
て
い

る
。

　
ま
た
物
流
業
の
丸
全
昭
和
運
輸

横
浜
市

は
、
鹿
島
コ
ン
ビ
ナ

ー
ト
に
立
地
す
る
中
堅
化
学
４
社

と
共
同
出
資
し
て
、
界
面
活
性
剤

の
生
産
に
使
う
東
南
ア
ジ
ア
か
ら

の
高
級
ア
ル
コ
ー
ル
や
石
化
副
原

料
を
備
蓄
で
き
る
共
同
タ
ン
ク
基

地
を
今
年

月
に
稼
働
さ
せ
る
動

き
も
あ
る
。
水
深
９
・
３

の
耐

震
岸
壁
も
建
設
中
で
、
完
成
す
れ

ば
商
社
や
後
背
地
に
立
地
す
る
化

学
メ
ー
カ
ー
の
利
用
が
見
込
ま
れ

る
。
高
級
ア
ル
コ
ー
ル
を
陸
送
で

は
な
く
海
上
輸
送
す
る
こ
と
で
、

物
流
コ
ス
ト
の
削
減
に
つ
な
が

る

同
社
鹿
島
支
店

と
い
う
。

セ
ミ
ナ
ー
で
港
湾

の
復
旧
状
況
な
ど

を
説
明
す
る
佐
々

木
氏

鹿
島
タ
ン
ク
タ
ー
ミ

ナ
ル
が
建
設
中
の
共

同
備
蓄
タ
ン
ク

　
海
上
輸
送
を
担
う
船
社
や
港
湾

荷
役
業
者
の
い
ば
ら
き
の
港
へ
の

期
待
は
高
い
。

　
Ｏ
Ｏ
Ｃ
Ｌ
ジ
ャ
パ
ン

東
京
都

品
川
区

は
「
京
浜
港
へ
の
一
極

集
中
化
を
解
消
す
る
た
め
、
茨
城

県
に
あ
る
港
湾
が
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ

に
な
る
」

森
下
真
セ
ー
ル
ス
エ

グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ

と
す
る
。
ま

た
、
川
崎
近
海
汽
船

同
千
代
田

区

も
「
荷
主
の
経
済
性
や
時
間

短
縮
に
つ
な
が
る
ほ
か
、
東
京
港

の
混
雑
緩
和
に
つ
な
が
る
」

馬

場
信
行
日
立
支
店
長

と
し
て
、

茨
城
県
が
茨
城
港
を
北
の
玄
関

口
、
鹿
島
港
を
東
の
玄
関
口
と
し

て
進
め
る
「
首
都
圏
Ｎ
Ｅ
Ｗ
ゲ
ー

ト
ウ
ェ
イ
」
構
想
を
後
押
し
す
る

考
え
だ
。

　
利
用
促
進
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス

向
上
に
も
余
念
は
な
い
。
鈴
与
海

運

静
岡
市

は
、

年
８
月
に

不
定
期
運
航
を
始
め
た
鹿
島
―
四

日
市
を
今
月
か
ら
定
期
的
に
運
航

数
を
増
や
す
。
鹿
島
コ
ン
ビ
ナ
ー

ト
か
ら
四
日
市
の
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

に
原
料
を
月
２
回
程
度
輸
送
す

る
。
港
湾
荷
役
業
な
ど
を
手
が
け

る
日
立
埠
頭

茨
城
県
日
立
市

は
、
運
ぶ
の
が
難
し
い
と
言
わ
れ

る
建
設
機
械
な
ど
を
多
く
扱
っ
て

い
る
。
今
後
も
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
目
指
し
て
、
運
ぶ
技
の
訓
練
を

欠
か
さ
な
い
。

　
被
災
し
て
復
旧
中
の
い
ば
ら
き

の
港
だ
が
、
潜
在
需
要
は
高
い
。

茨
城
県
古
河
市
に
ま
ず
ト
ラ
ッ
ク

部
品
の
梱
包
工
場
を
５
月
に
も
稼

働
さ
せ
る
日
野
自
動
車
や
、

年

内
に
阿
見
町
に
乳
製
品
の
一
貫
生

産
工
場
を
完
成
予
定
の
雪
印
メ
グ

ミ
ル
ク
で
は
、
今
後
、
港
湾
整
備

が
進
め
ば
利
用
を
検
討
し
た
い
と

い
う
声
が
聞
か
れ
る
。
ま
た
、
北

越
紀
州
製
紙
は
、
コ
ス
ト
削
減
策

と
し
て
、
新
潟
工
場

新
潟
市

で
製
造
し
た
製
品
を
ト
ラ
ッ
ク
輸

送
で
常
陸
那
珂
港
区
へ
持
ち
込

み
、
九
州
地
方
に
輸
送
し
て
い

る
。
震
災
前
に
比
べ
頻
度
は
減
っ

た
が
、
現
在
で
も
継
続
的
に
利
用

し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
◇

　
茨
城
県
で
は
国
の

年
度
の
予

算
案
に
盛
り
込
ま
れ
た
宮
城
県
・

栃
木
県
と
の
３
県
で
、
総
額
１
４

０
億
円
の
「
産
業
復
興
企
業
立
地

補
助
金
」
の
ほ
か
、
税
制
面
の
優

遇
で
企
業
誘
致
と
雇
用
確
保
が
図

れ
る
「
茨
城
産
業
再
生
特
区
」
も

活
用
し
、
港
湾
利
用
を
加
速
さ
せ

た
い
方
針
だ
。

（ ） 【広告特集】 ２０１２年 平成２４年 ３月１３日 火曜日 　　


